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第
57
回
小
国
町
成
人
式
が
１
月
３
日
、
Ｊ
Ａ
情
報
企
画
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
成
人
80
人
（
男
子
39
人
、
女
子

41
人
）
が
出
席
し
、
多
数
の
来
賓
や
家
族
か
ら
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。

　

式
典
で
は
、
北
里
耕
亮
町
長
、
髙
村
祝
次
町
議
会
議
長
、
北

里
香
代
教
育
委
員
長
が
小
国
の
将
来
を
担
う
新
成
人
を
激
励

し
、
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
新
成
人
を
代
表
し
て
３

人
が
誓
い
の
言
葉
な
ど
を
述
べ
、
大
人
と
し
て
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　

恒
例
の
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
「
思
い
出
の
写
真
」
で
は
、
小
・

中
学
校
の
姿
を
懐
か
し
そ
う
に
眺
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
当

日
は
中
学
校
の
恩
師
も
駆
け
つ
け
、
再
会
を
喜
び
合
う
光
景
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

小
国
町
成
人
式

80
人
の
新
成
人 

晴
れ
や
か
に

————　20歳になったら国民年金　————
日本に住んでいる 20 歳以上 60 歳未満のすべての人

は、国民年金に加入して保険料を納めることになりま

す。自営業者・学生・アルバイト等の人が 20 歳になっ

たときは、国民年金加入の手続きが必要です。

既に厚生年金保険等の加入者が 20 歳になったとき

は、加入の手続きは必要ありません。

国民年金の加入手続きをきちんとして、保険料を納

めましょう。

—————　保険料納付猶予制度　——————
学生や収入が少なく保険料の納付が困難な人の場合

は、「学生納付特例」や「若年者納付猶予」など保

険料の支払いを猶予する制度があります。

申請の際、学生の人は、学生証のコピーが必要で

す。

どちらの制度も、承認された期間は老齢基礎年金を

受け取るために必要な期間に算入されますが、年金

額には反映されません。

問小国町役場福祉課　☎46-2116

問熊本東年金事務所　☎096-367-2503

①誓いの言葉/高野将司さん　
②交通安全宣言/高野貢平さん
③お礼の言葉/下城稚菜さん

祝

新成人のみなさん
おめでとうございます

①

②③
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今
年
、
小
国
町
で
24
組
の
ご
夫
婦
が
結
婚
60
年
を
迎
え

ら
れ
、
北
里
耕
亮
町
長
か
ら
１
月
21
と
24
日
の
両
日
、
賞

状
と
記
念
品
代
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

良
き
伴
侶
と
し
て
60
年
の
永
き
に
わ
た
り
苦
楽
を
共
に

さ
れ
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
を
迎
え
ら
れ
た
み
な
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
益
々
お
元
気
で
お

過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　

表
彰
ご
夫
婦
は
、
次
の
皆
様
で
す
。（

順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
宮　

原

　

元
主　

健
一
・
京
子

　

原
山　

輝
義
・
美
代
子

　

河
津　

満
・
ミ
ヨ

　

大
塚　

昭
吾
・
帝
子

　

穴
井　

勇
・
ア
イ
コ

　

横
尾　

安
良
・
重
子

　

髙
村　

時
夫
・
フ
キ
子

　

鎗
水　

喜
久
生
・
加
代
子

　

髙
野　

忠
幸
・
ト
シ

　

髙
橋　

英
治
・
ヨ
シ

　

竹
下　

勇
・
好
子

　

北
里　

友
茂
・
ア
キ
子

　

佐
藤　

桝
美
・
文
娃

　

武
石　

將
・
京
子

◎
上　

田

　

井
野　

和
男
・
千
惠
子

　

宇
都
宮
裕
雄
・
美
保

◎
北　

里

　

時
松　

寛
司
・
ル
リ
子

　

佐
藤　

薫
・
ミ
ヨ
子

　

小
陣　

磯
良
・
禮
子

◎
西　

里

　

佐
藤　

一
雄
・
ウ
メ
子

　

佐
藤　

邦
秋
・
リ
ツ
子

◎
下　

城

　

佐
藤　

敬
吾
・
田
鶴
子

　

田
邉　

茂
男
・
洋
子

◎
黒　

渕

　

佐
藤　

章
・
美
保

　

田
代
篤
雄
さ
ん
は
、
平
成
15
年
４
月
か
ら
小
国
町
の
小
・
中
学
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
歴
任
す
る
中
、
阿
蘇
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
会
長
を
４
年

間
務
め
、
以
後
現
在
ま
で
、
事
務
局
長
補
佐
と
し
て
後
進
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
支

援
に
積
極
的
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

　

県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
研
究
大
会
の
阿
蘇
で
の
実
施
を
は
じ
め
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

立
場
と
し
て
の
特
別
支
援
教
育
推
進
、
阿
蘇
郡
市
内
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の

取
組
み
を
大
き
く
向
上
さ
せ
た
こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
平
成
25

年
度
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

　

田
代
さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
一
層
の

ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

田
代
篤
雄
さ
ん
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
振
興
功
労
者
表
彰
・
文
部
科
学
大
臣
賞
受
賞（
阿
蘇
郡
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
）

小
国
町
有
害
鳥
獣
駆
除
会
安
全
講
習
会
開
催

祝

　

小
国
町
有
害
鳥
獣
駆
除
会
主
催
に
よ
る
安
全
講
習
会
が
１
月
17
日
、
益

城
町
の
熊
本
県
総
合
射
撃
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
講
習
会
は
、
近

年
、
有
害
鳥
獣
駆
除
中
に
お
け
る
事
故
が
多
発
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

よ
り
安
全
で
事
故
の
無
い
駆
除
活
動
を
行
う
た
め
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

小
国
警
察
署
員
と
講
師
は
、「
駆
除
会
主
催
に
よ
る
安
全
講
習
会
は
、

県
下
で
も
初
め
て
の
も
の
で
あ
り
、
今
後
も
継
続
し
て
行
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
真
剣
に
講
師
の
説
明
を
聞
き
、
銃

器
の
安
全
な
取
り
扱
い
に
つ
い
て
再
確
認
し
な
が
ら
、操
作
講
習
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
の
内
容
は
、
今
後
の
駆
除
活
動
に
活
か
さ
れ
、
安
全
な

活
動
が
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
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併
せ
て
、
次
の
方
々
が
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
熊
本
県
知
事
表
（
永
年
勤
続
功
労
章
・
25
年
）

　

穴
井
帝
史
・
橋
本
正
輝
・
熊
谷
和
昭
・
永
野
成
人

　

永
野
幸
雄
・
梅
木
夏
雄
・
伊
東
次
朗
・
坂
田
浩
一

◎
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
功
績
章
・
20
年
）

　

岩
見
暢
靖
・
原
山
真
津
雄
・
穴
井
喜
一
郎

　

佐
藤
世
市
・
小
松
久
純
・
田
邉
義
晴

◎
熊
本
県
消
防
協
会
長
表
彰
（
勤
績
章
・
15
年
）

　

磯
﨑
良
一
・
河
津
一
幸
・
長
尾
光
高
・
梅
木
賢
司

　

穴
井
雄
一
・
髙
野
聖
道
・
八
代　

努
・
宮
本
祐
児

　

秋
吉
芳
朗
・
梶
原
耕
二
・
佐
藤
清
一
・
安
達
和
成

　

木
藪　

浩
・
穴
井
政
之
・
石
松
賢
二
・
佐
藤　

晃

◎
熊
本
県
消
防
協
会
阿
蘇
支
部
表
彰

　
（
永
年
勤
続
功
労
賞
・
25
年
）

　

橋
本
春
三
・
石
橋
範
敏
・
春
山
幸
一
・
山
中
清
志

　

今
永
公
昭
・
時
松
達
也
・
長
谷
部
浩
和
・
伊
東
次
朗

　

穴
見
幸
二
郎

◎
小
国
町
長
表
彰
（
団
歴
10
年
以
上
）

　

宇
都
宮
保
夫
・
市
川　

操
・
長
尾
洋
一
・
大
塚　

譲

　

梅
木
康
成
・
宇
都
宮
昌
昭
・
時
松
吉
秀
・
清
髙
直
樹

　

江
藤
理
一
郎
・
松
﨑
健
一
・
工
藤
基
喜
・
秋
吉
康
成

　

大
塚
隆
秀
・
三
笘
博
文
・
石
田
伸
一
郎

◎ 
消
防
庁
長
官
退
職
表
彰

　

内
藤
利
幸
・
穴
井
隆
昭
・
渡
邉
一
好
・
佐
藤
和
浩

　

穴
見
幸
二
郎
・
穴
井
一
夫
・
北
里
栄
作
・
石
橋
賢
次

　

梅
木
信
幸
・
森
山　

直
・
岩
本
朝
雄
・
河
津
正
彦

　

江
田
稲
夫
・
佐
藤
義
昭
・
二
田
水
博
文
・
宮
﨑
浩
吉

　

坂
田
三
喜
男
・
木
村
直
・
佐
藤
和
久
・
佐
藤
英
次

　

髙
村
祝
裕
・
市
原
秀
英
・
梅
木
隆
志
・
杉
野
隆
憲

新成人のみなさん
おめでとうございます

平成26年
　小国町消防団出初式

通　常　点　検 権藤団長を先頭に各分団が行進

　

新
春
恒
例
の
小
国
町
消
防

団
出
初
め
式
が
１
月
５
日
、

阿
蘇
広
域
消
防
北
部
分
署
で

権
藤
芳
春
団
長
以
下
２
９
０

人
の
団
員
出
席
の
下
、
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
里
耕
亮
町
長
の
挨
拶
、

権
藤
団
長
訓
示
、
御
来
賓
祝

辞
等
の
式
典
の
後
に
通
常
点

検
を
実
施
し
、
各
分
団
と
も

機
敏
な
動
作
で
の
規
律
、
ま

た
ラ
ッ
パ
隊
は
吹
奏
で
点
検

を
受
け
、
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
た
と
講
評
を

受
け
ま
し
た
。
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小
国
町
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
河

津
徹
志 

実
行
委
員
長
）
が
12
月
７
日
、

隣
保
館
周
辺
と
小
国
高
校
体
育
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

町
内
の
企
業
・
団
体
・
教
育
関
係
機
関
・

行
政
等
で
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
→

今
年
で
18
回
目
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者

は
２
千
人
を
超
え
ま
し
た
。
ま
た
、
毎
年

恒
例
と
な
っ
て
い
る
人
権
啓
発
パ
レ
ー
ド

に
は
、
８
０
０
人
を
超
え
る
人
た
ち
が
参

加
。
法
務
局
か
ら
一
日
人
権
擁
護
員
の
→

委
嘱
を
受
け
た
北
里
耕
亮
町
長
、
小
国
町

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
の
原
山
輝
義
さ

ん
、
小
国
町
宮
原
校
区
婦
人
会
長
の
荒
木

節
子
さ
ん
、
そ
し
て
小
国
小
学
校
５
年
生

の
山
田
汰
一
く
ん
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
人

権
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
し
た
。
→

　

ケ
ヤ
キ
広
場
周
辺
で
は
各
種
バ
ザ
ー
等

が
行
わ
れ
、
会
場
周
辺
は
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。
隣
保
館
で
は
人
権
も
ち
つ
き
が

行
わ
れ
、
特
設
人
権
相
談
所
が
設
け
ら
れ

た
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
や
木
野
里
荘
、
隣

保
館
の
各
種
教
室
参
加
者
の
絵
画
・→

→

標
語
・
習
字
・
硬
筆
・
絵
て
が
み
、

ま
た
、
今
年
も
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
約

１
２
０
点
の
「
こ
こ
ろ
の
川
柳
」
が
展
示

さ
れ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
後
も
多
く
の
み

な
さ
ん
の
見
学
が
あ
り
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
小
国
高
校
を
メ
イ
ン
会

場
と
し
て
町
立
保
育
園
年
長
児
に
よ
る
歌

の
発
表
ほ
か
、
小
国
小
学
校
６
年
生
・
小

国
中
学
校
８
年
生
に
よ
る
劇
、
小
国
高

校
生
の
意
見
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
今

年
は
、
小
国
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
小
国
町
福
祉
課
）
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
『 

地

域
で
支
え
る
高
齢
者 

』
の
上
映
も
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
頃
の
人
権
学
習
の
成

果
や
取
組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
初
歩
的
な
こ
と
で
す
が
、
差
別
や

偏
見
を
な
く
す
た
め
に
は
一
人
ひ
と
り
の

学
習
と
行
動
が
第
一
歩
で
す
。
誰
も
が
幸

せ
に
暮
ら
せ
る
町
に
す
る
た
め
に
日
頃
か

ら
人
権
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第 18 回小国町人権啓発フェスティバル
～心とこころをつないで～

『
私
が
想
ふ
こ
こ
ろ
の
川
柳
』
の
優
秀
作
品
は
次
の
14
作
品
で
す
。

（
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
で
選
考
）

た
い
せ
つ
に　

思
う
こ
こ
ろ
が　

つ
な
が
る
よ　
　
　
　
　
　
　
　

人
生
の　

い
ろ
い
ろ
刻
ん
だ
お
千
代
さ
ん　

島
倉
千
代
子
の
人
生
を

善
人
も　

悪
人
も　

撮
る　

街
カ
メ
ラ

気
づ
い
て
よ　

心
の
サ
イ
ン　

出
し
て
る
よ

声
か
け
て　

差
し
出
す
そ
の
手　

あ
た
た
か
い

認
め
合
う　

み
ん
な
の
個
性　

大
切
に

私
に
も　

あ
な
た
に
も　

き
っ
と
あ
る
は
ず　

小
さ
な
勇
気

何
気
な
い　

そ
の
一
言
が　

傷
つ
け
る

人
そ
れ
ぞ
れ　

ち
が
い
は
あ
れ
ど　

認
め
あ
お
う

大
丈
夫　

笑
顔
に
か
え
る　

そ
の
言
葉

あ
っ
た
か
い　

き
み
の
こ
こ
ろ
と　

そ
の
え
が
お

無
視
さ
れ
て　

知
ら
ぬ
あ
い
だ
に　

タ
ー
ゲ
ッ
ト

お
か
し
い
な　

感
じ
る
心
が　

第
一
歩

あ
の
山
も　

こ
の
川
も　

み
ん
な
一
緒
の
ふ
る
さ
と
よ
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小
国
高
校
２
年
生
が
、
12
月
10
日
か
ら

３
泊
４
日
の
日
程
で
東
京
を
中
心
と
し
た

修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。

　

旅
行
先
と
生
徒
の
感
想
を
紹
介
し
ま

す
。

◆
１
日
目

　

初
日
は
、北
里
研
究
所
、北
里
大
学
、北

里
柴
三
郎
記
念
館
を
見
学
。そ
の
後
、浅
草

を
散
策
。北
里
研
究
所
で
は
、北
里
柴
三
郎

博
士
の
孫
で
薬
学
博
士
の
北
里
一
郎
先
生

の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

岩
本
海
優
さ
ん
の
感
想
・
・
・
幼
い

頃
、
研
究
熱
心
な
方
だ
と
い
う
話
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
が
、「
医
者
に
な
り
た
い

の
で
は
な
い
。
軍
人
か
政
治
家
に
な
り
た

い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
と
い
う
の
は

驚
き
で
し
た
。
福
沢
諭
吉
と
深
い
関
わ
り

の
あ
っ
た
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
柴
三
郎

先
生
の
残
さ
れ
た
言
葉
が
印
象
に
残
り
ま

し
た
。
難
し
い
言
葉
で
し
た
が
、
一
郎
先

生
の
解
説
が
わ
か
り
や
す
く
心
に
残
り
ま

し
た
。

◆
２
日
目

　

上
野
動
物
園
ま
た
は
科
学
博
物
館
の
見

学
、
班
別
に
よ
る
都
内
の
自
主
行
動
、
ソ

ラ
マ
チ
散
策
と
忙
し
い
１
日
。
多
く
の
生

徒
が
６
３
４
ｍ
の
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
へ
。

　

合
志
幸
恵
さ
ん
の
感
想
・
・
・
電
車
の 

中
も
秋
葉
原
も
人
が
多
く
て
ク
タ
ク
タ
に

疲
れ
ま
し
た
。
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は
登
っ
て

み
る
と
下
か
ら
見
る
景
色
と
は
違
い
、
と

て
も
高
く
て
驚
き
ま
し
た
。
真
下
が
見
通

せ
る
ガ
ラ
ス
の
上
に
も
乗
り
、
足
元
が
透

け
て
見
え
ド
キ
ド
キ
感
が
あ
り
ま
し
た
。

１
５
０
０
円
と
少
し
高
か
っ
た
け
れ
ど

登
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

◆
３
日
目

　

東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
へ
。

　

菅
原
有
加
さ
ん
の
感
想
・
・
・
東
京
デ
ィ

ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
は
今
年
30
周
年
と
い
う
節

目
で
30
周
年
の
飾
り
付
け
が
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
三
大
マ
ウ
ン
テ
ン
に
も
乗
り

ま
し
た
。
私
は
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
マ
ウ
ン
テ

ン
が
好
き
で
す
。
ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
方

の
接
客
が
す
ば
ら
し
く
、
印
象
に
残
り
ま

し
た
。

◆
４
日
目

　

お
台
場
で
フ
ジ
テ
レ
ビ
本
社
な
ど
を
見

学
し
、
全
員
元
気
に
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

秋
吉
佑
紀
さ
ん
の
感
想
・
・
・
修
学
旅

行
を
終
え
、
と
て
も
疲
れ
て
い
ま
す
。
副

班
長
と
し
て
ど
う
だ
っ
た
か
と
自
分
を
振

り
返
っ
て
い
ま
す
。
集
団
で
４
日
間
も
行

動
し
、
将
来
社
会
に
出
て
役
に
立
つ
勉
強

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

生
徒
た
ち
は
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
や
ご
支
援
に
よ
り
楽
し
く
有
意
義
な

経
験
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た

九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
１
月
講
座

　
う
さ
ぎ
追
い
大
作
戦
決
行

　
「
チ
ョ
～
イ
チ
ョ
イ
」。
こ
の
声
、
う
さ
ぎ

に
は
届
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
「
今
年
こ
そ
は
！
」
と
誰
も
が
熱
い
闘
志

を
燃
や
し
て
臨
ん
だ
今
年
の
う
さ
ぎ
追
い
。

で
も
、
今
回
も
う
さ
ぎ
が
一
本
上
手
だ
っ
た

よ
う
で
捕
獲
な
ら
ず
。。
メ
ン
バ
ー
は
、「
来

年
は
必
ず
！
」と
誓
い
を
立
て
て
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
の
講
座
も
残

す
と
こ
ろ
、
あ
と
わ
ず
か
。
２
月
は
杖
立

講
座
と
由
布
院
講
座
（
15
日
～
17
日
）、
３

月
（
８
～
９
日
）
は
い
よ
い
よ
卒
業
式
で
す
。

聴
講
も
で
き
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

問
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学

　

☎
４
６
‐
５
５
６
０

12月10日　浅草寺（2年1組）

12月12日　ディズニーリゾート（2年2組）
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子育てカレンダー
 カ  カンガルーのぽっけ　　　問子育て支援拠点  　☎ 46-6656
 パラソル  パラソルセンター　   問パラソルセンター　☎ 46-5720
 開発  開発センター

★自由遊び  カ    9：00～15：00
（活動内容により時間帯を変更することがあります）

2/17（月）　2/25（火）　3/  4（火）　3/10（月）　
3/13（木）　3/14（金）

★ぽっけの日  カ    11：00～
2/20(木)   『親の学び』＆おひなさま作り
3/  7(金)　牛乳パックであそぼう！

★おもちゃ図書館“ミルク”  パラソル    9：00～11：30
2/23（日）　3/8（日）

★なかよしくまさん  パラソル     10：00～12：00
2/27（木）　ハッピーカフェ 
3/13（木）　成長記録BOOKづくり 

★その他
2/18（火）　子育てひろば[子どもの歯について②]

                  カ  13：30～

2/21（金）　ほっと・カフェ  カ  13：30～

2/24（月）　『木育リレー講座』  カ  11：20～

　　　   　　木育インストラクター2人来館

2/28（金）　北里保育園お楽しみ会　10:45移動

3/  3（月）　絵本読み聞かせ  カ  11:20～

3/  5（水）　ブック・スタート  開発  13：30～

3/11（火）　子育てひろば［おはなし会　歌もあるよ］

　　　　　  カ  13：30～

「ウッドスタート」をご存知ですか?
　ウッドスタートは、子どもにとって木を感じ森を思う木
育の初めの一歩。赤ちゃんのいる暮らしの中に、豊かな
森で育った木でつくられたものを取り入れることで生命
の尊さを感じ、自然に感謝して生きることを学んでもら
うための取り組みです。木のおもちゃは、森の贈り物。赤
ちゃんの手に森をプレゼントする、それがウッドスタート
事業の目的のひとつです。
　自然の物は、色も形も様々。プラスチック製品とは違
い、同じものはひとつとしてありません。不均一で美しい
自然物で、感じたことや想像したことを子ども自身が自由
に表現できるように、最小限の遊具や材料を用意して見
守り、そっと援助してください。

『子育ち』…「�子どもの育ちを中心に、大人が一緒に育
つ」という新しい言葉

子育ちコーナー

あみだ杉の館　　46-3310
開館時間：月曜～土曜10時から18時

休館日 ： 日曜　祝祭日

鴨川食堂／柏井壽
　「“食”捜します」この一行広告しかない
食堂には看板もない。娘が相談者から食
について聞き、父が料理を作る。亡き妻が
作ってくれたうどん、一緒になれなかった
人と食べたビーフシチュー…。特別ではな
いがその人だけのただ一つの料理。もう一
度食したいという依頼人の記憶をたどり、
主人は膨大な知識を駆使して見事にその
料理を再現する。全6話収録。

パンとスープとネコ日和／群ようこ
　唯一の身内である母を亡くしたアキコ
が、出版社を辞めて母親の食堂を再開させ
た物語。一匹のネコたろちゃんの死、明る
い従業員しまちゃん。泣いたり笑ったり、
人生とはそんなことの繰り返しかもしれ
ないと教えてくれそうな一冊。

ビッグツリー／佐々木常夫
　大企業東レの取締役になりながら、自閉
症の息子とうつ病の妻を守り抜いて家族
再生を果たした感動の物語。転勤、出世と
激務、妻の自殺未遂、そんな環境下でも仕
事と家事、看護、育児をこなし、全力で運命
と立ち向かった先には強い絆で結ばれた
家族の姿があった。主な著書は『これから
のリーダーに贈る17の言葉』『働く君に贈
る25の言葉』など。

みんなのうた／重松清
　東大を3浪して田舎に帰ってきたレイコ。
過疎化が進む故郷では、高3の弟が将来カラ
オケボックスの店長になろうとしていた。
　田舎を愛する家族は温かく迎えてくれた
ものの、劣等感と焦りでいっぱいのレイコは
自分の人生を田舎で送る覚悟ができない。

本着新 内案ご
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（
２
回
シ
リ
ー
ズ
そ
の
②
）

小
国
郷
の

　
　
内
科
医
療
は
い
ま

知るほど　　なるほど！

★

　

前
回
、「
私
が
赴
任
す
る
３
年
前
に
、小

国
公
立
病
院
の
内
科
医
が
不
在
に
な
り
そ

う
に
な
っ
た
が
、自
治
医
科
大
学
か
ら
派

遣
さ
れ
た
医
師
と
、日
赤
か
ら
の
３
ヶ
月

交
代
の
応
援
医
師
で
、首
の
皮
一
枚
で
何

と
か
つ
な
が
っ
て
い
た
」と
い
う
話
を
書
き

ま
し
た
。

　

平
成
13
年
か
ら
週
一
回
非
常
勤
で
循
環

器
の
外
来
に
来
て
い
た
私
は
、内
科
の
状

況
が
悪
く
な
っ
て
い
く
過
程
を
目
の
当
た

り
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
に
状
況
が
大
変
そ
う
だ
っ
た
の

で
、一
般
内
科
と
は
ほ
ど
遠
い
、循
環
器
の

研
究
畑
育
ち
の
私
で
も
、少
し
は
小
国
公

立
病
院
の
足
し
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う

思
い
で
大
学
の
人
事
で
は
な
く
、自
ら
の

意
思
で
こ
の
病
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、そ
の
結
果
、も
っ
と
大
変
な
状

況
に
な
り
ま
し
た
。私
を
含
め
、３
人
に
な

る
は
ず
で
あ
っ
た
内
科
医
師
の
う
ち
、日

赤
か
ら
ご
好
意
で
派
遣
し
て
頂
い
て
い
た

３
ヶ
月
交
代
の
医
師
が
、制
度
や
人
員
の

問
題
で
し
ば
ら
く
派
遣
で
き
な
く
な
っ
た

と
告
げ
ら
れ
た
の
で
す
。現
在
、内
科
専
属

の
常
勤
医
師
は
、自
治
医
科
大
学
か
ら
の

國
友
医
師
の
み
。私
は
循
環
器
と
内
科
を

掛
け
持
ち
し
て
い
ま
す
の
で
、実
質
、私
が

赴
任
す
る
前
の
３
年
間
よ
り
も
内
科
医
師

数
が
減
っ
て
い
ま
す
。ま
ず
は
、こ
の
由
々

し
き
事
態
を
打
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
を
、小
国
郷
の
住
民

の
み
な
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
、町
の
広
報
誌
に
公
立
病
院
の

ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
お
願
い

し
ま
し
た
。

　

私
が
人
事
で
こ
の
病
院
に
来
て
い
る
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
、こ
の
病
院
を

辞
め
る
時
に
、次
の
医
師
が
赴
任
す
る
保

証
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。私
に
も
故

郷
が
あ
り
、生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の
医
療

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
、同
様
の
思
い
の
あ
る
医
師

が
、熊
本
の
地
方
の
病
院
に
赴
任
し
、地
元

の
地
域
医
療
に
従
事
す
る
た
め
の
道
筋

が
、実
は
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。実
際
、当
院
に
勤
務
し
て
い
る
医
師
で

小
国
郷
出
身
の
医
師
は
、一
人
も
い
ま
せ

ん
し
、さ
ら
に
、小
国
で
新
規
開
業
さ
れ
る

小
国
出
身
の
医
師
も
こ
の
数
十
年
い
な
い

と
い
う
状
況
で
す
。「
地
域
」が
主
体
と
な

り
、こ
の
状
況
を
何
と
か
し
な
い
と
、小
国

の
み
な
ら
ず
、熊
本
県
下
の
地
域
医
療
が

保
て
な
く
な
る
と
い
う
時
代
が
来
て
い
る

気
が
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
か
ら
公
立
多
良
木
病
院

は
、内
科
医
が
３
人
か
ら
２
人
に
減
員

と
な
り
、救
急
車
搬
送
の
受
け
入
れ
の

制
限（
水
曜
、金
曜
は
受
入
制
限
）を
始

め
ま
し
た
。地
域
医
療
の
体
制
が
あ
ち

こ
ち
で
ほ
こ
ろ
び
始
め
て
い
ま
す
。

お　知　ら　せ

　1月から3月までの間、熊本赤十字病院から支援医師を派遣し

て頂きます。

　計6人の医師が、交代で2週間ずつ小国に滞在し、内科診療を

支援していただきます。日赤には、小国郷の内科医師不足への

ご理解と多大ないる支援をいただき、ありがたい限りです。外

来、病棟で内科診療にあたりますので、見慣れない医師を見か

けた場合は、よろしくお願いします。

内科・循環器科部長

　片 岡  恵 一 郎

木原 康宏医師 大隅 祥暢医師
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

流
行
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
力
は
非
常
に
強
く
、日

本
で
は
約
10
人
に
一
人
が
感
染
し
て
い
ま

す
。改
め
て
、ご
家
庭
や
職
場
な
ど
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

◆�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
「
感
染
経
路
を
断
つ
こ
と
」、「
予
防
接
種

を
受
け
る
こ
と
」、「
免
疫
力
を
高
め
る
こ

と
」が
大
切
で
す
。

①
感
染
経
路
を
断
つ

　

飛
沫
感
染
・
接
触
感
染
を
防
ぐ

★ 

帰
宅
時
や
調
理
の
前
後
、食
事
前
な
ど
、

こ
ま
め
な
手
洗
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

★ 

ア
ル
コ
ー
ル
を
含
ん
だ
消
毒
液
で
手
を

食
毒
す
る
の
も
効
果
的
で
す
。

②
予
防
接
種
を
受
け
る

★ 

発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、も
し
発

症
し
て
も
重
い
症
状
に
な
る
の
を
防
ぎ

ま
す
。

③
免
疫
力
を
高
め
る

★ 

免
疫
力
が
弱
っ
て
い
る
と
、感
染
し
や

す
く
な
り
ま
す
。ま
た
、感
染
し
た
と
き

に
症
状
が
重
く
な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。普
段
か
ら
、十
分
な
睡
眠
と

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
心
が
け
、免

疫
力
を
高
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◆�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
時
、ど
の

よ
う
な
こ
と
に
気
を
付
け
れ
ば
い
い
で

す
か
？

　

目
安
と
し
て
、比
較
的
急
速
に
38
℃
以

上
の
発
熱
が
あ
り
、せ
き
や
の
ど
の
痛
み
、

全
身
の
倦
怠
感
を
伴
う
場
合
は
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

★ 

発
症
か
ら
48
時
間
以
内
に
抗
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
の
服
用
を
開
始
す
れ
ば
、発

熱
期
間
の
短
縮
な
ど
の
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

★ 

水
分
の
摂
取
も
必
要
で
す
。汗
を
か
い

た
時
や
脱
水
症
状
の
予
防
の
た
め
に
も

こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

★ 

せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
間
は
、飛
沫

に
病
原
体
を
含
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な

い
の
で
、周
り
に
人
が
い
る
際
に
は
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

冬
の
感
染
症
に
ご
注
意
！

～
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
～

阿蘇世界文化遺産リレーコラム ～ 守っていきたいわがまちの景観と人々 ～

　水基めぐりや食べ歩きなどで一躍阿蘇観光の人気スポットとなった一の宮門前町商店街。15年程前までは、新
聞に｢消えゆく灯(ともしび)｣と書かれ、客足が遠のいていた商店街が、現在のように活気に満ちた姿へと再生・
発展するまでには、住民や企業も含めた地域ぐるみの｢まちづくり｣が大きな役割を果たしました。
　中でも、「まちづくり」を考えるにあたっては、地域の歴史や文化と調和した一体的な景観整備を目指し、湧水
を利用した水基の設置、植栽や建築物の修景（形・大きさ・色等を周囲と調和させること）等に心がけました。
　一の宮門前町商店街は、阿蘇カルデラの恵みである湧水を巧みに利用していることや、阿蘇火山信仰を司る阿
蘇神社の門前町として良好な街並みを形成していることなどから、阿蘇の自然と人々が作り上げた「阿蘇の文化
的景観」の一つであると言えます。
　阿蘇市では、こういった「阿蘇の文化的景観」の価値・魅力を発見・共有し、それらを維持・継承・改善して
いくために、景観計画・景観条例の策定を進めています。

　今回は、阿蘇郡市の7市町村が策定を進めている景観計画・景観条
例についてお伝えします。
　熊本県では、昭和62年に県内全域を対象に景観計画・景観条例を
策定し、良好な景観の形成に努めてきたところですが、今回各市町
村が策定する計画・条例は、これまでの取組みに加え、「阿蘇の文化
的景観」について保全・改善していくことを目的としたものです。
　景観計画・景観条例の策定により、地域の方々に新たな負担や規
制を強いることはほとんどありません。行政と地域が話し合い、よ
り良い形での「まちづくり」を行っていけるように、皆さまの御理
解と御協力をお願いいたします。

景観形成によるまちづくり ～一の宮門前町商店街を事例に～ 　　 　 　 　 　 　 　担当：阿蘇市

「 世 界 遺 産 こ ぼ れ 話 」－景観計画・景観条例について－

熊本　景観計画 検  索←
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お
ぐ
に
け
い
さ
つ

228

地
域
安
全
コ
ー
ナ
ー

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　
　

３
月
１
日（
土
）～
７
日（
金
）

　

３
月
１
日
か
ら
の
１
週
間
、全
国
一
斉
に

「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
、十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

高
齢
者
が
焼
死
す
る
火
災
の
原
因

（
Ｈ
23
年
全
国　

消
防
庁
調
べ
）

◎
ス
ト
ー
ブ

　
・
ス
ト
ー
ブ
の
近
く
で
洗
濯
物
を
干
す
。

　
・
火
を
つ
け
た
ま
ま
給
油
す
る
。

な
ど

◎
電
気
器
具

　
・ 

プ
ラ
グ
を
奥
ま
で
差
し
込
ま
な
い
た

め
、隙
間
に
溜
ま
っ
た
ホ
コ
リ
に
湿
気

等
が
付
着
し
過
剰
な
電
流
が
流
れ
て

発
火
す
る
。

　
・ 

電
源
が
入
っ
た
状
態
で
長
年
使
用
し

て
お
ら
ず
、コ
ン
セ
ン
ト
を
差
し
た
ま

ま
に
し
て
い
る
。

　
・ 

コ
ー
ド
を
束
ね
て
使
用
す
る
こ
と
で

熱
が
逃
げ
に
く
く
な
り
発
火
。　

な
ど

　

コ
ン
セ
ン
ト
や
配
線
が
原
因
に
よ
り
全

国
で
年
間
50
人
の
高
齢
者
が
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。コ
ン
セ
ン
ト
付
近
の
清
掃
を
定

期
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

注
意
！

　

死
者
を
伴
う
火
災
が
増
加

　

全
国
的
に
死
者
を
伴
う
火
災
が
増
加
し

て
い
ま
す
。外
出
前
、就
寝
前
に
は
火
の
元

の
確
認
を
再
度
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、暖

房
器
具
等
の
周
り
に
は
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

火
災
は
、一
瞬
に
し
て
生
命
・
財
産
を
奪

い
ま
す
。悲
惨
な
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う  

安
心
の
街
・
小
国
郷

依
然
発
生
中
！

振
り
込
め
詐
欺
に
注
意
！

　　

振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊
詐

欺
の
被
害
は
、依
然
と
し
て
高
水
準
で
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
「
オ
レ
オ
レ
詐
欺
」な
ど
、い
ろ
い
ろ
な

手
口
で
現
金
を
騙
し
取
り
ま
す
。

　

そ
の
方
法
と
し
て
、次
の
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　
・
現
金
を
振
り
込
ま
せ
る
。

　
・ 

Ａ
Ｔ
Ｍ
で
の
操
作
を
誘
導
し
振
り
込

ま
せ
る
。

　
・ 

レ
タ
ー
パ
ッ
ク
や
小
包
で
送
金
さ
せ
る

（
内
容
は
書
類
等
と
記
載
さ
せ
る
）。

　
・
直
接
、受
け
取
り
に
来
る
。

　
ま
た
、

　
・
振
り
込
み
を
急
が
せ
る
。

　
・
他
の
人
に
相
談
す
る
余
裕
を
与
え
な
い
。

　
・ 

多
額
の
振
り
込
み
や
送
金
に
対
し
て

金
融
機
関
へ
は
違
う
理
由
を
言
う
よ

う
指
示
を
す
る
。

な
ど
、不
審
な
点
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

  

サ
イ
バ
ー
犯
罪
被
害
に遭わ

な
い
た
め
に

～
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の

正
し
い
知
識
と
利
用
法
～

サ
イ
バ
ー
犯
罪
は
す
ぐ
そ
こ
に

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
普
及
に
と
も
な
い
身
近
に
な
っ
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
世
界
で
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
犯
罪
・
ト
ラ
ブ
ル
等

の
被
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

◎
対
策

　
・
パ
ス
ワ
ー
ド
や
Ｉ
Ｄ
の
管
理
は
確
実
に
。

　
・ 

使
用
し
て
い
る
Ｏ
Ｓ
や
ウ
ィ
ル
ス
対
策

ソ
フ
ト
は
常
に
最
新
の
状
態
に
す
る
。

　
・ 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン
等
で
の
取
引
は
相
手

を
よ
く
確
認
し
、安
全
な
取
引
方
法
を

選
ぶ
。

　
・ 

怪
し
い
サ
イ
ト

に
は
興
味
本
位

で
も
ア
ク
セ
ス

し
な
い
。
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通報・相談先 
46-2110



　

今
年
の
初
市
は
、
昨
年
末
か
ら
の
材
価

格
上
昇
の
流
れ
の
ま
ま
推
移
し
、
昨
年
よ
り

３
千
円
程
度
、
高
値
で
取
引
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
20
日
共
販
で
は
日
田
近
隣
市

場
の
大
量
出
材
の
た
め
、
価
格
下
降
が
見

ら
れ
ま
す
。
当
組
合
で
は
、
大
型
製
材
と

の
協
定
販
売
を
実
施
し
て
い
る
の
で
、
取

引
価
格
は
安
定
し
て
い
ま
す
。
小
国
市
場

へ
の
出
荷
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

本
年
度
も
役
職
員
一
同
、
皆
様
の
ご
要

望
に
お
応
え
出
来
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

３
月
17
日（
月
）に
優
良
材
市
を
開
催
し
ま

す
。是
非
、多
量
の
出
材
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
場
所　

若
宮
共
販
所
（
第
一
）

◎
時
間　

９
時
30
分

　

今
季
の
杉
・
桧
の
苗
木
の
注
文
が
終
了

し
ま
し
た
。
な
お
、
広
葉
樹
の
苗
木
は
注

文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。　
　
　
（
担
当　

三
笘
）

179

木
材
価
格
の
状
況

優
良
材
市
開
催
！

苗
木
注
文
終
了
の
お
知
ら
せ

（単位：円・１立方当たり）木 材 市 況 状 況
共　　販　　日 1月7日 1月20日

販　売　数　量 2,378㎥ 1,496㎥

販　売　金　額 31,803千円 18,729千円

総　　平　　均 13,374円 12,514円

樹種 長さ 直 径 直材平均 直材高値 直材平均 直材高値

杉

4m

 10～13 16,490 16,560 13,340 14,100
14 14,230 16,390 15,400 15,400

16～18 15,310 17,290 14,260 16,290
20～22 16,330 17,000 15,960 16,500
24～28 16,390 17,500 15,940 16,500
30cm上 15,268 47,000 13,030 20,000

3m

 10～13 8,790 8,790 8,490 8,490
14 14,710 14,710 14,800 14,800

16～18 15,260 19,200 17,150 17,890
20～22 14,900 14,900 16,600 17,590
24～28 16,480 18,130 16,570 16,900
30cm上 15,010 16,910 15,110 17,310

2m 16cm上 5,000 5,000 5,000 5,000

6m
14～18 17,000 17,000
20～28 16,260 19,300 17,630 19,000
30cm上 16,430 13,000 17,100 18,800

桧 4m 20cm上 22,470 46,000

初市の様子

第10回森林自然観察・体験教室
（八代市妙見創造の森）

◎日時

　2月16日（日）10：00～14：00

　受付 9：30～（小雨決行）

◎集合場所

　妙見創造の森駐車場（八代市妙見町大平）

◎内容

　沿海部の植生と冬芽を観察します。

　 また、昼食時にダッチオーブンで野外

クッキングの実演をします。

◎募集定員　40人

◎参加費

　 800円（保険料及び資料代、小学生以下

200円）

◎申込方法

　 「第10回森林自然観察・体験教室申し

込み」、氏名、年齢、住所、電話番号を

記載してハガキ、FAX、電子メールのい

ずれかで申し込む。

　ただし、電話での受付は不可。

◎申込先

　〒862-8570（住所記載不要）

　熊本県森林保全課みどり保全班

　FAX　096-385-6247

　電子メールアドレス

　shinrinhozen@pref.kumamoto.lg.jp

問熊本県森林保全課　☎096-333-2450
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所得税及び復興特別所得税の確定申告
2月17日（月）～3月17日（月）まで

　所得税は、納税者自身が所得金額や税額を正し
く計算して納税する申告納税制度を採っています。
申告と納税は、期限内にお済ませください。
　国税庁のホームページ（www.nta.go.jp）の「確
定申告書等作成コーナー」では、所得税及び復興
特別所得税・消費税及び地方消費税・贈与税の確
定申告書等を作成することができます。作成した
確定申告書等は印刷して税務署へ郵送等により提
出も、電子申告（e-Tax）により確定申告等を行う
こともできます。
　電子申告（e-Tax）を利用して所得税の確定申告
をすると・・・
① 医療費の領収書や源泉徴収票等の提出又は提示 

に代えて、その記載内容を入力して送信するこ
とができます（申告期限から 5 年間は、税務署
長の要求に対し提出又は提示義務あり）。

② 電子申告を利用して申告された還付申告は、早
期処理しています（おおむね 3 週間程度）。

　 詳細は、e-Tax ホームページ（www.e-tax.nta.
go.jp）をご覧ください。

問 e-Tax・作成コーナーヘルプデスク
　☎ 0570-01-5901

◆青色申告届出書　3月15日まで
　新たに青色申告を始めようとする人は、その年の
3 月 15 日まで（その年の 1 月 16 日以後新たに開業
した人は、開業の日から 2 か月以内）に「青色申
告承認申請書」を所轄の税務署へ提出してください。
　平成 26 年 1 月から、記帳・帳簿等の保存制度
の対象となる人が拡大されています。この機会に、
青色申告を始めてみませんか？
問阿蘇税務署　☎ 22-0551（自動音声案内）

　身体障がい者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳又は
精神障がい者保健福祉手帳を持っていて、歩行が困
難な人は、軽自動車税を全額免除できる制度があり
ます。減免希望者は、次のものを持参し、申請書に
記入・押印の上、小国町役場税務課税務係に提出し
てください。申請書は窓口にあります。
　なお、自動車税の減免は、自動車の構造上特別の
使用がなされた自動車でなければ、障がい者１人に
つき、普通車か軽自動車いずれか1台に限りますの
でご注意ください。
　また、事業用の軽自動車は、減免の対象になりま
せん。

◎持参するもの
　①身体障がい者手帳等　
　②運転免許証
　③車検証 （コピーでも可・本人名義であること。た

だし、障がいのある人本人が18歳未満の場
合、療育手帳の場合、精神障がい者保健福
祉手帳の場合は、生計を一にする人が所有
する軽自動車も対象に含まれる。）

◎申請期間　3月18日（火）～4月1日（火）
問小国町役場税務課税務係　☎46-2130
問普通車の減免：阿蘇地域振興局税務課
　☎22-1112
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熊本県立図書館のビジネス支援 熊本県の最低賃金が改正されました

　あなたの起業や会社の経営改善をサポートします！

◆レファレンスサービス
　 司書が、起業・経営に関する資料探しをサポート

します。
◆起業・経営相談
　（毎週日曜日午後開催）要予約
　専門相談員（中小企業診断士）
◆起業・経営セミナー開催のお知らせ
　◎セミナー名　『身近な起業家に学ぶ』
　◎日　時　3 月 1 日（土）　13：00 ～ 15：40
　◎場　所　県立図書館３階大研修室
　◎参加費　無料（要事前申込み）
　◎その他　終了後、相談会を開催します。

問・申込先
　熊本県立図書館
　〒 862-8609　熊本市中央区出水 2-5-1
　☎ 096-384-5000 　産業別最低賃金には、適用範囲があります。

問熊本労働局労働基準部賃金室　☎ 096-355-3202

　平成26年2月28日から、住民票の枝番がある場
合、住所に記載されている住所番地の後の「の」の
表示を廃止します。該当世帯には2月中頃に各自通
知をしますので、確認をお願いします。
　小国町でも平成16年の戸籍の電算化の際、戸籍
番地の「の」表示が削除されましたが、住民票は
「の」の表記が残されていたので、今回削除するも
のです。

◆参考
　本籍は、土地台帳の地番号によりその元となる土
地登記簿の表題部に記載されている地番によるこ
ととなるため、その表示方法は昭和39年4月1日付
け、民事甲第839号民事局長通達「不動産登記記載
例について」により「何番一」と示され、「の」は
付さないものとされています。

◆具体的な記載例①
　現　行
　　熊本県阿蘇郡小国町大字宮原1567番地の1
　　　　　　　　　　　　↓
　変更後
　　熊本県阿蘇郡小国町大字宮原1567番地1

◆具体的な記載例②
　現　行
　　熊本県阿蘇郡小国町大字宮原1567番地の1の2
　　　　　　　　　　　　↓
　変更後
　　熊本県阿蘇郡小国町大字宮原1567番地1の2
　　　　　（2つ目の「の」は記載する。）

問小国町役場 住民課 住民係　☎46-2115

１　地域別最低賃金

最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

熊本県最低賃金 664円 H25年10月30日

２　産業別最低賃金

最低賃金の件名 時間額 効力発生年月日

電子部品・デバイ
ス・電子回路、電気
機械器具、情報通
信機械器具製造業

717円

H25年12月15日自動車・同附属品
製造業、船舶製造・
修理業、舶用機関
製造業

767円

百貨店、総合スー
パー 703円

13 OGUNI 2014.2

お知らせ

住民票の枝番がある場合、番地の後の「の」の表示が削除されます

の 表示を廃止します
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小国町立保育園の臨時保育士を募集します 小国町立保育園の調理員を募集します

「国有林モニター」募集について
原木しいたけ種駒購入に対する補助金について

第31回小国町壮年ミニバレーボール大会
参加チーム募集

第37回バドミントン町内大会（団体戦）
《バドミントンで寒さを吹き飛ばそう!!》

◎募集人員　2 人程度
◎業務内容　園児の保育活動
◎資　　格　保育士証を有する者
◎給　　与　小国町非常勤職員等規定による
　　　　　　通勤手当・社会保険あり
◎勤　　務　4 月１日～ 9 月 30 日（1 回のみ更新可）
　　　　　　8：30 ～ 17：15
◎申込期限　3 月 10 日（月）
◎応募方法　写真付きの履歴書を宮原保育園に提出
問宮原保育園　☎ 46-2439

◎募集人員　2 人
◎業務内容　各保育園給食調理業務
◎給　　与　小国町非常勤職員等規定による
　　　　　　通勤手当・社会保険あり
◎資　　格　調理師免許取得者
◎勤　　務　4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日
　　　　　　8：15 ～ 15：00
◎申込期限　3 月 10 日（月）
◎応募方法　写真付きの履歴書を宮原保育園に提出
問宮原保育園　☎ 46-2439

　林野庁九州森林管理署では、国有林の役割や現状
といった情報の提供及び国有林を「国民の森林」と
して管理運営を行うために一般のみなさんからご意
見をいただく「国有林モニター」を募集しています。
　興味のある人は、必要事項をご記入の上、下記あ
て先まで官製はがき又は封書でご応募ください。
◎必要事項
　 氏名（ふりがな）、性別、生年月日、年齢、職業、

住所、郵便番号、電話番号、メールアドレス、国
有林モニターを知ったきっかけ（具体的に記入）、
国有林モニターに応募した理由（100 字程度）

◎募集期間　2 月 28 日 ( 金 )　当日消印有効
◎応募先　 〒 860 － 0081　熊本市西区京町本丁 2 番

7 号　九州森林管理局　企画調整課　国
有林モニター担当　☎ 096-328-3511

　現在、小国町では、近年の風評被害の影響や外国
産しいたけとの競合等による需要・生産が落ち込み
つつある原木しいたけ生産者を対象として、種駒を
購入した経費の一部を補助しています。
◎対象者及び対象期間
　・小国町内に住所を有する人
　・ 平成 24 年 10 月 1 日から平成 25 年 3 月 31 日ま

でに、種駒を 5,000 駒以上購入（接種）した人
◎補助金の額　購入した種駒１駒につき１円以内
◎申請に必要なもの
　・補助金の交付申請書及び請求書
　・種駒購入店の販売証明書
※ 申請書等は、役場産業課で配布しています。また、

小国町のホームページからも取得できます。
◎申請期間　3 月 10 日 ( 月 ) まで
問小国町役場 産業課（担当：穴井・池部）☎ 46-2112

　小国町壮年ミニバレーボール大会を下記のとおり
開催します。奮ってご参加ください。
◎日　　時　3 月 25 日（火）・26 日（水）
◎開  会  式　3 月 25 日（火）　19：00 ～
◎場　　所　小国ドーム
◎参加資格　 小国町・南小国町在住または勤務している人
　　　　　　男子 50 歳以上、女子 40 歳以上
◎チーム編成　基本的に 10 人以内
◎参  加  料　1 チームにつき 2,000 円
◎申込方法　 所定の申込み用紙に必要事項を記入の

上、参加料を添えて、教育委員会事務
局まで申し込んでください。

◎申込締切　3 月 14 日（金） 17：00 まで
◎抽  選  会　3 月 18 日（火） 19：00 ～
　　　　　　山村開発センター
◎主　　催　小国町スポーツ推進委員協議会
問・申込先　小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

　小国町バドミントン協会主催の大会を 2 月 28 日（金）
に小国ドームで開催します。1チーム4人です（男女不問）。
　申込期限は、2 月 26 日（水）です。たくさんのご
参加をお待ちしています。
◆小学生の部（初心者大歓迎）
　◎日　時　2 月 28 日（金）開会 18：00、開始 18：30
　◎参加料　1 チーム　1,600 円（1 人 400 円）
　　　　　　※児童のみの場合は、保護者同伴
　◎申込先　小国町バドミントン協会（渡辺）
　　　　　　☎ 090-2395-6976
◆一般の部（初心者大歓迎）
　◎日　時　2 月 28 日（金）開会 19：00、開始 19：30
　◎参加料　1 チーム　2,000 円（1 人 500 円）
　　　　　　※中学生・高校生も参加可能
　◎申込先　小国町バドミントン協会（穴井）
　　　　　　☎ 090-4987-2353

募集・お知らせ
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特定テーマごとの労働相談のお知らせ小国中学校学習活動支援員を募集します

保護者のみなさんへ就学援助のお知らせ青年国際交流事業に参加しませんか

スポーツ安全保険に加入しましょう

「小国町奨学金」のご案内
平成26年度の小国町奨学生を募集します

　熊本県しごと相談・支援センターでは、特定テー
マごとの労働相談を実施します。来所又は電話で社
会保険労務士の相談員がお受けします。なお、その
他の労働相談も受け付けています。
◎相談日・テーマ
　2 月 19 日（水） 13：00 ～ 16：00
　　「未払い賃金（未払い残業代）について」
　3 月 5 日（水）・19 日（水） 13：00 ～ 16：00
　　「解雇、退職勧奨・退職、雇い止めについて」
◎場所　 熊本市中央区水道町 8-6　朝日生命熊本ビ

ル１階　
問労働相談コーナー　☎ 096-352-3613

◎募集人員　1 人程度
◎業務内容　児童・生徒の学習補助支援
　　　　　　学校生活上の介助等
◎資　　格　教員免許状を有する者
◎給　　与　小国町非常勤職員規定による
　　　　　　通勤手当・社会保険あり
◎勤　　務　4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日
　　　　　　8：30 ～ 16：30
◎申込方法　 写真付きの履歴書を小国町教育委員会

提出
◎申込期限　3 月 11 日（火）
問小国町教育委員会事務局　 ☎ 46-3317

　小国町では、義務教育の円滑な実施を図るため、
経済的な理由によって就学困難な児童生徒に学用品
費等の援助を行っています。
　申請は、学年途中でも随時受付けています。不明
な点は、児童生徒の在学する学校または小国町教育
委員会事務局にお問い合わせください。
◎対　象　者　 小国町立の小中学校に在学する児童

生徒の保護者で、生活保護法に規定
する要保護者に準ずる程度に生活が
困窮していると認められる人

◎援助の内容　 学用品費等、修学旅行費、学校給食
費、医療費等

◎申 請 方 法　 小国町教育委員会事務局または学校
から申請書をもらい、在学する学校
に提出

問小国小学校　☎ 46-2063
問小国中学校　☎ 46-3225
問小国町教育委員会事務局　☎ 46-3317

　内閣府では、「東南アジア青年の船」など平成 26
年度の青年国際交流事業に参加する青年を募集して
います。この事業は、日本と世界各国の青年の交流
を通じて、相互理解と友好を深め、広い国際的視野
と国際協調の精神を養う機会を提供し、これにより、
国際化の進む社会の様々な分野で活躍できる青年の
育成をめざしています。詳細は、以下まで。
◎応募締切　3 月 20 日（木）　必着
問内閣府青年国際交流担当　☎ 03-3581-1181
　　　　　　　　（http://www.cao.go.jp/koryu/）
問熊本県くらしの安全推進課　☎ 096-333-2294

　平成 26 年度スポーツ安全保険の加入受付が 3 月
から開始！　万一のケガや賠償責任に備えて加入しま
しょう。
　団体活動を行う 5 人以上でご加入できます。団体
で活動中及び団体活動への移動往復中の事故を補償
します。
　保険の内容は、傷害保険・賠償責任保険・突然死
葬祭費用保険があります。
　掛金は、中学生以下の子どもが 800 円から、高校
生以上の大人については活動内容によって金額が異
なるので、詳しくは、下記までお問合せください。
問スポーツ安全協会熊本県支部　☎ 096-213-9015

　希望者は、下記の書類を準備のうえ、教育委員会
までご持参ください。なお、昨年の奨学生も新たに
申請が必要です。ご注意ください。
◎必要書類
　 学業成績証明書、在学証明書、保護者及び保証人

の所得証明書、保護者の資産証明書
　①貸与申請書　②保証書　③借用書
　※①②③の書類は教育委員会に準備しています。
◎奨学内容
　・ 大学生、短大生、高等専門学校生（4･5 年生）、

専門学校生、　月額 45,000 円以内
　・ 高校生、高等専門学校生（1 ～ 3 年生）　
　　月額 12,000 円以内
　・返還期間　4 年～ 10 年
◎申込締切日　3 月 31 日 ( 月 )
◎注意事項
　・他の奨学金との併用はできません。
　・申請受付後、選考委員会で決定します。
問小国町教育委員会事務局 社会教育係　☎ 46-3317

募集・お知らせ
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如月 弥生

水 道 当 番 店

16 日

（ 有 ） 宇  野  電  器 ☎46-2240

（ 有 ） 財  津  総  業 ☎46-2819

キ タ ザ ト 商 店 水 道 部 ☎46-6148

23 日

（ 有 ）  産  　 　 興 ☎46-2507

（ 有 ）穴  井  住  設 ☎46-2331

宮 崎 水 道 ☎46-5048

2 日

小 野 水 道 工 事 店 ☎46-3190

佐 藤 設 備 ☎46-5174

た か の 住 設 ☎46-2731

9 日

北 里 電 業 水 道 設 備（ 有 ） ☎42-1009

大 塚 水 工 ☎46-2163

志 屋 水 道 ☎46-4625

3

2

◎香典返しとして
　宮原 2757-6　鎗水　克介様　故人　積子様
　宮原倉原　　　楳木由美子様　故人　弘之様
　上田別所　　　宇都宮富生様　故人ヨシノ様
　宮原倉原　　　星本　沢一様　故人　福姫様
　黒渕小竹　　　河津スズ子様　故人　正治様
　宮原柏田　　　三石　義雄様　故人　武重様
　宮原新橋　　　矢羽田赳夫様　故人アイ子様
　黒渕戸角　　　横田　実　様　故人マサヨ様
　黒渕杉平　　　梅木　晃史様　故人アヤ子様
◎寄付として　　武内　義一様
　
　皆様からいただいた寄付金は、小国町の社会福祉
事業に有意義に使わせていただきます。

小国町社会福祉協議会

社協告知板
　次のみなさんから寄付していただいたので、お
礼とともにお知らせします。

消 費 生 活 相 談
問消費者生活相談窓口　☎ 46-2208

火 　　2 / 18  ・  25　     　　3 / 4  ・  11

木 　　2 / 20  ・  27　　　　 3 / 6  ・  13

　　　　◎場所　小国町役場１階 相談室
　　　　◎時間　9：00～16：00
※ 訪問販売・悪質な商品販売で契約をしてお困りのか

た、債務問題でお悩みのかたは、気軽にご相談くだ
さい。

※電話相談も受け付けています。

　税 務 告 知 板
問小国町役場 税務課　☎ 46-2130

　今月の町税は、次のとおりです。
　 税額を通知書でご確認の上、納期限内に納付をお

願いします。
◎固定資産税（第4期分）
◎納期限及び口座振替日　2月25日（火）

学 校 公 開 日
2/17 月 小国小・小国中　9：30 ～ 12：30

　次のみなさまから、ふるさと寄附金をいた
だきました。ありがとうございます。
　ご厚意に感謝し厚くお礼申し上げますととも
に、いただいた寄附金は、そのご意向に沿っ
た形で有効に活用させていただきます。

◎木魂館の事業のために
　岩元幸明様（熊本市）　8 万円
　岩元隆明様（熊本市）　2 万円
◎町の活性化のために
　檜吉征敏様
◎産業・観光振興のために
　佐藤憲史郎様
　匿名　1 万円
◎福祉や産業・観光の振興のため
　玉井宏明様、玉井恵美様（名古屋市西区）

16OGUNI 2014.2

ふるさと寄附金のお礼



元気クラブ
問地域包括センター　☎ 46-2116

26 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

27 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

28 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小体育館

5 水
9：30～ 北里3部集会所

13：30～ 室原集会所

6 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

7 金
9：30～ 宮原2部集会所

13：30～ 西村集会所

12 水
9：30～ 塩井川公民館

13：30～ 悠ゆう館

13 木
9：30～ 黒渕公民館

13：30～ 杖立温泉会館

14 金
9：30～ 万成寺公民館

13：30～ 旧下城小体育館

18 火
9：30～ 宮原2部集会所

13：30～ 西村集会所

19 水
9：30～ 北里3部集会所

13：30～ 室原集会所

20 木
9：30～ 宮原7部集会所

13：30～ 西里多目的集会所

16 日

17 月 心配ごと相談  パラソル 10：00～11：30

18 火

19 水

20 木 3歳児健診  開発 13：00～13：15

21 金

22 土

23 日 ジャージーGOGOキャンペーン

24 月 おぐたんの誕生日

25 火 無料法律相談  開発  10：00～15：00

26 水

27 木

28 金 すこやか育児相談  開発  10：00～12：00

1 土 春の全国火災予防運動（～3/7）

2 日 第37回大字対抗駅伝大会

3 月 心配ごと相談  パラソル 10：00～11：30

4 火

5 水
3～4ヶ月児健診・6～7ヶ月児健診　 開発
受付13：00～13：15

6 木

7 金
年金相談  開発  10：00～15：00【予約制☎096

（367）2503】

8 土 九州ツーリズム大学3月講座（～3/9）

9 日

10 月

11 火
小国中学校卒業式（午前）
行政相談  パラソル 10：00～12：00

12 水

13 木

14 金

15 土

休日在宅医
2/16~
     3/9 小 国 公 立 病 院 ☎46-3111

16 家 入 整 形 外 科 ☎32-0048

23 古 閑 病 院 ☎22-3000

2 大 阿 蘇 病 院 ☎22-2111

9 問 端 内 科 ☎32-0102

17

おぐにのカレンダー    パラソル  パラソルセンター　  開発  開発センター

3

2

3

2

2

3

※ カレンダーの行事やイベントの開催日時は変更される
ことがあります。その場合は、ラジオや文字放送でお
知らせします。
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町のうごき
平成26年1月1日現在（前月比）

総人口　7,891人　（−10）
男　性　3,754人  （− 3）
女　性　4,137人　（− 7）
世帯数　3,097戸　（− 2）

阿弥陀杉は、熊本最大級の大杉で、
小国杉を代表する名木でした。樹
勢が旺盛だった頃は、幹の途中か
ら十数本の大枝が立ち、その枝か
ら無数の小枝にわかれ、遠くから
望むと田園の中にこんもりと森の
ように見えたものでした。その木陰
は、雨知らず日照り知らずで子ども
たちの格好の遊び場であり、みん
なの憩いの場所だったそうです。

阿弥陀杉という名は、樹下に阿弥
陀仏の堂宇を建て崇拝していたこ
とからこの名前があるといわれて
います。

1902（明治35）年、この杉が人手に
渡り伐採されようとした時、当時の
北小国村・南小国村の人々が名木
が絶滅することを憂い、郷土の誇り
として保存しようと北小国村・南小
国村の財産組合で付近の土地と共
に買収されて保存されることにな
りました。

現在は、小国町の所有となり、地元
のシンボルとして地元のみなさん
と共に懸命に養生して大切に保護
されています。形状は変わってしま
いましたが、その後も残った枝ぶり
の樹勢は、「良好」と診断されてい
ます。

倒木した一部は、世界的彫刻家・豊
福知徳氏によって彫刻モニュメント

「たてとよこの構造」として生まれ
変わり、宮原の「あみだ杉の館」に
設置されています。　〔写真〕下

杖立温泉どんどや火まつり
1月14日に、杖立温泉の河川敷行わ

れました。今年もたくさんの人た

ちで大賑わい。1年の無病息災や商

売繁盛などを祈願する玉串奉納や

湯かけ神事などが行われ、ぜんざ

いやかっぽ酒の振る舞いもありま

した。杖立川の水面にどんどやの

灯りが映る様子は、とても幻想的

でした。今年1年、みなさんが元気

に過ごせますように。

受験シーズンが到来しました。以

前、小国に研究のため来ていた東大

生に、「東大の学生って、何人くら

いいるの？」と聞いたことがありま

す。「学部生や研究生なんかを全部

合わせると3万人くらいいるんじゃ

ないでしょうか」と彼。本当に3万

人もの学生がいるかは定かではあり

ませんが、その時の小国の人口は1

万人弱でしたから、小国町3つ分→

ワタシも案外簡単に東大に入れるか

も…などと錯覚したりしました。言

うまでもなく、東大でも、志望校に

でも、簡単に入れるわけはありませ

ん。やることをやってないとダメな

わけです。で、試しに先日行われた

センター試験の問題を何問か解いて

みました。国語と英語だけ。思った

よりできてるようであり、できてな

いようでもあり、そんな結果でし

た。大学受験だけでなく、これから

高校受験も始まります。インフルエ

ンザやノロウイルスの感染が広がっ

ていますが、どうぞ体調に気をつけ

て頑張ってください。みなさんに、

いい知らせが届きますように。

（モリエミ）

季節の写真
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小国のお宝①

みなさんは、小国町のどのようなものが文化財として指定
されているか知っていますか？　今月号から、小国町にあ
る文化財等を紹介していきます。

小国町の中心（国道212号線と国道387号線の

交差点）から、387号線を黒渕・津江方面に約

4.5キロ。坂本善三美術館からは、約1キロ。

昭和9年12月28日指定
幹まわり約12.6M、幹高約38M、枝張り37.5M、推定樹齢1300年以
上。1999（平成11）年9月24日の台風18号によって大きな被害を受
け、全体の約3分の2が倒木してしまったが、現在も小国町黒渕本
村に立っている。　〔写真〕台風前（左）と台風後（右）

国 指 定 天 然 記 念 物　　阿　弥　陀　杉　　 その1 　

編  集  後  記


